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海プロフェスタが開催されました！

考えよう、これからの幸浦。

これまでのワークショップ

令和6年3月発行

同笠エリアの工事も始まり、具体的な使い方の構想に！

「海のにぎわい創出ビジョン」にに基づき、各エリア
で整備が進んでいます。整備後の様子が想像でき、話
し合いや検討もより具体的なものになってきました。
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昨年度までの振り返りを行うと共に、
来年度も含めた今後のワークショップ

の位置づけを確認しました。
また、12月に開催予定の

海プロフェスタに関する話し合い、
工事中だからこそできる遊歩道との
関わりについての話し合いを

行いました。

遊歩道の使い方、整備案の歌碑や
タイルの設置に関して、意見を交換しました。

また、ふくろい海プロフェスタでの
 おもてなしの報告や地域おこし協力隊の

紹介も行われました。

沿岸部を活用する「海のにぎわい創出プロジェクト」の一環として、12月15日、16日の2日間に「海プロフェスタ NIGHT
WAVE~光の波プロジェクト~ in DORI」が開催されました。 自然の魅力あふれる豊かな 波の姿を、一筋の光が浮かび上が
らせる光と波のインスタレーション。 青に染まる幻想的な海が広がりました。開催2日目の16日は、幸浦地域 まちづくり
協議会の有志による「おもてなし」をしました。

協議会役員、メンバーの顔合わせにはじまり、
プロジェクトの目的と経過を振り返りました。
また、12月に開催予定のふくろい海プロフェス
タに向け、地域のおもてなしについて話し合い
ました。昨年1月に行ったワークショップでの
意見を参考に、防潮堤および同笠海岸の

活用方法を考えました。

波だけを照らす特殊なLED照明技術を
活用したイベントは、

県内初 開催ということもあり、
一目見ようと多くの方が来場しました。
16日はあいにくの雨模様となりましたが
来場者は絶えず、皆さん思い思いに

海を眺めていました。

浅羽体育センターでは、
地域で活動するアマチュアアーティスト
による歌謡ライブが開催されました♪

弾き語り、バンド演奏、
キッズダンスなど、

様々なジャンルの全6組が
イベントを盛り上げました。

ワークショップメンバーを中心に
「同笠カフェ」を開き、

甘酒とぜんざいを振舞いました。
また、地元飲食店のキッチンカーも出店。

来場者からは大変好評で、
店先に人々が列を作っていました。

地域おこし協力隊 本間さん 
一緒に幸浦の楽しい思い出を
作っていきましょう

鮮やかな光の波

同笠カフェのおもてなし

海プロフェスタライブ

考えよう、これからの幸浦。
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同笠エリアの工事も始まり、具体的な使い方の構想に！
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「海のにぎわい創出ビジョン」に基づき、各エリアで
整備が進んでいます。整備後の様子が想像でき、話し
合いや検討もより具体的なものになって来ました。



防潮堤側は工事が進んでおり、
南北通路まわりが3月に完成します。

体育センターでは、体育館の改修工事も進んでいます。
今後は、トイレの整備や北側入口の景観改修など、

エリア全体で変わっていきます。

工事途中の1月中頃の様子です。
下の段から順々に

コンクリートを打設し段床が
完成していきました。

整備の進捗状況と
今後の計画について

現地見学ワークショップでは、
 幸浦地域まちづくり協議会による
喫茶、バンド演 奏のおもてなし、

静岡文化芸術大学からの
デザイ ン説明が行われました。

工事中の様子

現地見学ワークショップ 
3月16日には、袋井幸浦の
丘プロジェクトの

参加者限定の現地見学が
開催されました。

完成した段床。
段の高さや広さが場所により
異なり、様々な居心地を

体験できます。

外壁と屋根をリニューアルし、
トイレの洋式化も併せて

行いました！

建築に向け設計を
行いました！

休憩・交流施設兼
トイレの建築に向け
設計を行いました！

展望スペースの

展望
スペース

防波堤側は工事が進んでおり、
南北通路が�月に完成します。

体育センターでは、体育館の改修工事を行いました。
今後は、休憩・交流施設兼トイレの建築など、

エリア全体の整備を進めます。

完成した段床。
段の高さや広さが場所により
異なり、様々な居心地を

体感できます。


